
中核拠点 立命館大学

サテライト拠点 順天堂大学
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職場での健康維持の取り組みとして活用 在宅でのエクササイズツールとして活用 在宅でもジム同様の達成感・爽快感を体感

筋電位、関節角度、心拍数、呼吸数といった運動により発生する生体信号を取得し、音や映像などの
聴覚表現や視覚表現に変換するシステムです。立命館大学がTe c h n o l o g y（運動解析技術開発）、
順天堂大学がSp o r t s（運動監修）、東京藝術大学がA r t（音楽監修）を担当し異分野・他機関との
連携で新たな価値創造により運動誘導・継続の実現を目指しています。

バイオシグナルアート事業

事業化に向けた開発状況 ■ PROGRESS
楽しみながら運動を継続することを実現するウェブアプリ「B io s i g na l  A r t（バイオ
シグナルアート）」と在宅においてもエクササイズ効果を体感できるデバイスの開発を
行っています。「Bios igna l  A r t」はスクワットなどのトレーニングを姿勢やリズムなど
規定したポイントに従って点数や音楽表現に変換するシステムです。エクササイズ体感
デバイスはキックボクシングジムを運営する企業と共同開発しており、パンチやキックの
姿勢・筋肉の使いかた等をセンシングしユーザーにフィードバックするグローブやウェア
で、在宅でのエクササイズでもジムと同様の爽快感・達成感を得ることが可能です。

■ FUTURIZE近未来への取り組み

Let's
try!!
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 Art


